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研究題目：ライブ鑑賞における応援行動がもたらす心理効果に関する実験的検討 

 

１．論文要旨 

本論文では、ライブ鑑賞時の「応援行動」の違いが生起されるポジティブ感情に及ぼす影

響について実験的に検討した。具体的には、応援する人数の違い、応援で使用する道具、掛

け声の有無の３つの要因に着目した。実験では、次の 4 つの仮説について検討した。仮説１

は「応援する人（ファン）同士の関係性が深いほど、ポジティブな感情が高くなる」、仮説

２は「いずれの条件においても、オンラインライブを視聴する前より観た後の方が、「よろ

こび」、「没頭感」、「（仲間との）関連性」のそれぞれが高まる。ただし、一人で応援する（単

独群）については関連性が下がる」、仮説３は「複数人で応援する（複数群）方が、単独群

より「よろこび」、「没頭感」、「関連性」が高い。また、複数群が、単独群よりそれらの持続

性も高い」、仮説４は「小道具と掛け声ありで応援する（あり群）方が小道具と掛け声なし

で応援する（なし群）方より「よろこび」、「没頭感」、「関連性」が高い。また、あり群がな

し群よりそれらの持続性も高い」というものであった。なお、仮説１はインタビュー調査で、

仮説２から仮説４は本実験で検討した。 

本実験の前に予備的な調査として、半構造化インタビューと予備実験を行った。インタビ

ューの結果、オンラインライブは自分が過去に実際に行ったことのある公演のものを観る

人がほとんどであり、掛け声や小道具は「あり」の方が楽しいと全員が認識していた。そし

て、友人とライブを観に行く人がほとんどであり、関係性が深い人と行く方が楽しいとの回

答を得たことから、仮説１は支持された。予備実験では、大学生 12 人に対し、「小道具と掛

け声ありで複数人と観る」条件を 1 群、「小道具と掛け声なしで複数人と観る」条件を 2 群、

「小道具と掛け声ありで単独で観る」条件を 3 群、「小道具と掛け声なしで単独で観る」条

件を 4 群とした。各群に 3 人ずつランダムで振り分けた。予備実験では、実験刺激、教示、

実験環境に関する複数の不備が見つかったため、本実験ではそれらを改善した。本実験では、

大学生 62 人を対象とし、予備実験と同様に 15 から 17 人ずつ、4 つの条件にランダム割り

分けた。実験の結果、仮説２（オンラインライブを視聴する前より観た後の方が、「よろこ

び」、「没頭感」、「関連性」のそれぞれが高まる。ただし、単独群については関連性が下がる）



は支持された部分と支持されなかった部分があった。支持されたのは、1 群、3 群、4 群は

視聴前より視聴後の方が「よろこび」と「没頭感」が高くなった点、単独群の「関連性」が

オンラインライブを視聴する前より視聴後の方が下がった点である。一方、支持されなかっ

たのは、複数群の「関連性」も下がってしまった点である。本実験において複数群は、実験

参加者同士で会話する機会がなかったため、「協力したり」や「力を合わせたり」する感覚

が生じず、「関連性」因子の得点がオンラインライブを視聴する前と比較して視聴後により

低くなったと考えられる。仮説３（複数群の方が、単独群より「よろこび」、「没頭感」、「関

連性」が高い。また、その持続性も高い）は、「よろこび」、「没頭感」については支持され

ず、「関連性」のみ支持された。「よろこび」や「没頭感」に関しては、一人の方が複数人で

視聴するよりもライブ映像そのものに没頭する人が多いことが示された。仮説４（小道具と

掛け声ありで応援するあり群の方が小道具と掛け声なしで応援するなし群より「よろこび」、

「没頭感」、「関連性」が高い。また、「あり群」が「なし群」よりそれらの持続性も高い）

は、「よろこび」、「没頭感」については支持されず、「関連性」のみがあり群の方がなし群よ

りも高い結果となった。 

以上から、オンラインライブを視聴することで「よろこび」や「没頭感」に影響を及ぼす

ことが考えられる。また、質問紙調査の自由記述欄から、「誰かと観たら楽しかったと思う」

や「もっと大人数で声を出しながら観たい」といった感想が多くみられたことから、ライブ

鑑賞において、「大人数」で「声を出して、ノリながら観る」ということが最も楽しめる形

態だと多くの人が認識していることが示された。また、複数人でライブを観た時に、感想や

その時の自分の感情を共有すること、つまり「会話」することによって、より「関連性」を

深めたり、記憶を鮮明にし、感情の持続性が高まったりする効果があると考えられる。 
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